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駒
澤
大
学
法
学
部
教
授
小
堀
訓
男
先
生
は
、
本
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
本
学
を
定
年
に
よ
り
ご
退
職
な
さ
い
ま
し
た
。
先
生
に
は

四
〇
年
余
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
本
学
お
よ
び
法
学
部
に
対
し
て
多
大
の
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
法
学
部
教
員
一
同
よ
り
の
感

謝
の
念
を
こ
め
て
、
本
書
﹃
駒
澤
法
学
﹄
第
十
三
巻
第
一
号
（
通
巻
第
四
九
号
）
を
先
生
の
退
職
記
念
号
と
し
て
編
纂
し
、
こ
こ
に
謹

ん
で
献
呈
い
た
し
ま
す
。

先
生
は
法
政
大
学
法
学
部
を
ご
卒
業
に
な
り
、
同
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
た
の
ち
、
他
大
学

で
の
非
常
勤
講
師
の
ご
経
験
を
経
て
、
一
九
七
二
年
に
本
学
講
師
に
就
任
さ
れ
、
一
九
七
五
年
に
助
教
授
、
一
九
九
一
年
に
は
教
授
に

昇
任
さ
れ
ま
し
た
。﹁
国
際
政
治
学
﹂、﹁
ア
メ
リ
カ
政
治
論
﹂、﹁
国
家
安
全
保
障
論
﹂
等
の
科
目
を
担
当
さ
れ
て
、
一
貫
し
て
情
熱
あ

ふ
れ
る
ご
講
義
で
学
生
た
ち
を
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
皆
様
よ
く
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で

の
間
は
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
長
を
兼
務
さ
れ
、
日
頃
の
講
義
や
演
習
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
の
ご
指
導
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ご
研
究
の
面
で
は
、
民
族
、
階
級
、
宗
教
な
ど
多
角
的
な
視
野
か
ら
、﹁
国
家
の
行
動
基
準
﹂
の
解
明
に
つ
と
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

一
九
八
五
～
八
六
年
お
よ
び
二
〇
〇
一
～
〇
二
年
に
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
客
員
研
究
員
と
し
て
、
第
二
次
大
戦



献
呈
の
辞

ⅱ

中
の
米
中
関
係
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
は
、
一
九
九
七
年
か
ら
二
年
間
、
法
学
部
政
治
学
科
主
任
と
し
て
政
治
学
科
の
運
営
に
あ
た
ら
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
九

年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
は
法
学
部
長
と
し
て
大
学
行
政
に
も
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
学
部
教
授
会
で
司
会
を
な
さ
る
先
生
の
よ

く
響
く
バ
リ
ト
ン
の
お
声
は
、
今
も
耳
に
の
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
は
、
周
囲
の
懇
望
に
よ
っ
て
苫
小
牧
駒
澤
大

学
学
長
の
要
職
に
就
任
さ
れ
、
現
在
も
ご
活
躍
中
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

法
学
部
教
授
を
ご
退
任
後
、
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
て
か
ら
も
、
学
長
と
し
て
ま
す
ま
す
多
忙
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い

た
し
ま
す
が
、
先
生
の
一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
法
学
部
に
対
し
て
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
献
呈
の
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

法
学
部
長　

大
山
礼
子


